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地元に住んでいる方や移住者も含めて、地域の担い手が中心となって、外部からの受け入れ態勢ができている。
体験や交流を通して、地域にお金が落ち、収入を得る一つの仕事として成り立っている。

三瀬村農泊推進協議会 〔佐賀県佐賀市〕
さ が し

佐賀県佐賀市

【採 択 年 度】
平成30年度

【事業実施期間】
平成30～31年度

【取組内容】

【特徴的な取組】

○ 民宿キャンプツアー
○ 子どもキャンプ
○ 山の体験プログラム
○ 木育活動

【農泊推進事業】

①農泊実践ワークショップの開催

・独立して事業展開ができるようなワークショップなどを通して学び、実践できる体
制づくりを行う。
・外国人旅行者や福岡都市圏住民に訴求力のある体験プログラムを開発・商品化。
・特産品を使ったお土産品の開発。
・子どもたちを対象とした体験プラグラムツアーの開発。
・海外向けのツアー企画の実施に向けて、インバウンドモニタリングツアーの実施。
・山を活用した体験プログラムの開発・商品化。

②ワンストップ受入体制の構築、他団体等との連携による受入強化
・ムラたび九州の会議に参画して九州や国外で開催する商談会やPRイベント等で
当集落での受入について、PRを行う

③マーケティング活動と情報発信・PRの推進
・英語標記の看板・パンフレットの作成。
・インターネット等を活用しての情報発信。
・福岡都市圏住民や福岡空港、佐賀空港からの来訪者のニーズ調査

【人材活用事業】

市外から研修生１名を採用し、将来の中核人材として育成する。具体的には、外
部視点にたち、三瀬村内での滞在・体験情報を発信するとともに、来訪者受入の
企画・運営を行う。

また、本事業終了後も、三瀬村内にて来訪者受入に従事し、自ら生計を立てら

れるよう人材育成する。

マウンテンパス の様子 木育活動に取り組む様子

【実施体制】

中心的な役割
を担う団体

宿泊
部門

食事
部門

体験・交流
部 門

その他

三瀬村農泊推進協議会
（事業実施主体）

・協議会構成員
・地球市民の会
・地域おこし協力隊

（農水省）

・吉野山キャンプ場 ・なかんつる加工組合 ・マルヤスりんご園
・井手野観光栗園

・佐賀市市役所
三瀬支所

連携先
・佐賀市観光振興課
・（合）ビーコネクト
・ アトリエサーカス

・農家民宿具座
・やまびこ交流館

・みつせの里

・（株）近畿日本
ツーリスト九州

・（NPO）ムラーク
・まるじゅんりんご園


